
子

ど
も
の
社
会
化
と
教
育

　
　
　

－
青
梅
市
の
事
例
を
中
心
と
し
て
ー

は

じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
山
敬
章

　
こ
の
論
稿
は
、
「
子
ど
も
の
社
会
化
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
’
あ
る
。
教
育
の
中
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
は
・
な
か
で

も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
が
‘
t
私
は
今
ま
で
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
、
青
梅
市
に
お
い
’
て
、
一
連
の
調

適
を
進
め
て
き
た
の
で
、
こ
の
墾
事
例
を
申
、
？
t
と
し
て
、
こ
の
問
題
の
要
点
を
ま
と
め
説
明
を
袈
て
い
き
た
い
と
思
う
・

一、

社

会
化
理
論
の
展
開

　
今

日
、
「
社
会
化
」
と
い
う
概
念
は
き
わ
め
て
多
義
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
ジ
ン
メ
ル
（
注
1
）
の
「
社
会
は
い
か
に
し

て

可
能
で

あ

る
か
。
」
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、
社
会
は
複
数
の
個
人
が
何
ら
か
の
目
的
、
関
心
・
本
能
を
満
た
そ
う
と
し
て
・

お

互

い
に

心
的

相
互
作
用
の
中
に
入
り
こ
む
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
と
は
人
間
の
単
な
る
集
合
体
組

織

で

は

な

く
、
人
間
が
お
互
い
に
心
理
的
に
接
触
、
交
渉
し
て
意
識
や
行
動
の
申
に
何
ら
か
の
影
響
を
現
し
て
い
v
と
こ
ろ
に
、
そ

の

本

質
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
個
人
の
目
的
、
関
心
、
本
能
に
促
さ
れ
て
個
々
人
が
お
互
い
に
共
同
し
た
り
、
助
け
あ
っ
た
り
、

も
し
く
は
反
対
す
る
と
い
う
よ
う
な
相
互
的
な
関
係
の
中
に
入
b
込
む
と
い
う
と
こ
ろ
に
社
会
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
存
在
す
る

の

は
、
社
会
で
も
な
く
、
個
人
で
も
な
い
の
で
あ
・
て
、
諸
個
人
の
心
理
的
相
互
作
用
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
・
彼
は
・
こ
の
場

ム
ロ

、

諸
個
人
が
社
会
生
活
の
頁
に
な
る
と
こ
ろ
の
目
的
や
関
心
や
本
u
e
を
「
社
会
化
」
の
内
容
と
よ
ん
だ
の
で
あ
る
・
こ
の
内
容

が

心
的

相
互
作
用
と
い
う
社
会
化
の
形
式
を
通
し
て
実
現
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
初
め
て
現
実
の
社
会
生
活
が
展
開
す
る
と
考
え
た

の

で
あ

る
。
つ
ま
り
社
会
を
社
会
た
ら
し
め
る
の
は
、
社
会
化
の
過
程
と
そ
の
形
式
で
あ
っ
て
、
「
社
会
の
社
会
化
」
で
あ
る
と
考
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え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
「
個
人
の
社
会
化
」
へ
の
布
石
で
も
あ
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
ス
モ
ー
ル
（
注
2
）

Xg

　
S
o
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
さ
ら
に
、
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
（
注
3
）
は
S
o
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
概
念
を

通

し
て
r
個
人
の
社
会
化
」
の
方
向
へ
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
四
〇
年
代
以
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
「
個
人
が
あ

る
特
定
の
社
会
集
団
の
生
活
様
式
を
学
習
し
、
そ
の
集
団
の
正
規
の
成
員
に
し
あ
げ
ら
れ
る
過
程
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

さ
ら
に
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
（
注
4
）
は
、
「
社
会
化
」
を
社
会
体
系
論
に
お
け
る
主
要
概
念
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
体
系

の

維
持
機
能

の

二
つ

の
柱
は

「
社
会
統
制
と
社
会
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
し
、
と
く
に
社
会
化
は
、
個
人
の
社
会
的
位
置
づ
け

や

役
割
獲
得
の
過
程
で
あ
っ
て
、
社
会
体
系
が
こ
の
機
能
を
も
つ
こ
と
な
し
に
、
そ
の
維
持
序
続
は
あ
り
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
会
化
を
、
社
会
的
対
象
（
客
体
）
の
シ
ス
テ
ム
が
、
個
人
（
主
体
）
に
内
面
化
し
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
そ
の
内
面
化

し
た
対
象
シ
ス
テ
ム
が
個
人
の
中
に
分
化
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
化
理
論
の
展
開
か
ら
私
は
、
「
子
ど
も
の
社
会
化
」
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
子
ど
も
の
社
会
化
」
と
は
、
児
童
が
特
定
の
社
会
に
生
れ
、
成
長
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
社
会
の
成
員
と
な
る
た
め

に

ふ

さ
わ
し
く
、
又
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
諸
種
の
習
慣
的
行
動
様
式
な
い
し
、
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
過
程
を
い
う
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
社
会
の
側
よ
り
み
れ
ば
、
そ
の
社
会
に
特
有
な
文
化
を
維
持
し
、
そ
れ
を
の
ち
の
世
代
に
伝
達
す
る
こ
と
に
関
係
す

る
過
程
で
あ
り
、
個
人
の
側
よ
り
み
れ
ば
、
そ
の
社
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
規
範
的
行
動
様
式
へ
の
同
調
に
よ
っ
て
社
会
に
適
応

し
て
い
く
一
種
の
学
習
過
程
で
あ
る
と
い
え
る
。
社
会
化
の
具
体
的
内
容
は
も
と
よ
り
、
そ
の
社
会
化
の
行
な
わ
れ
る
テ
ン
ポ
、
期

間
、
連
続
と
非
連
続
、
一
貫
性
の
程
度
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
社
会
の
た
め
に
利
用
さ

れ

る
手
段
、
た
と
え
ば
、
賞
罰
の
種
類
や
そ
の
与
え
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
一
般
に
M
会
化
の
過
程
は

広
く
社
会
の
他
・
の
成
員
と
の
間
に
行
な
わ
れ
る
相
互
作
用
の
合
成
的
影
響
の
も
と
に
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
日
の
社
会
で

は

と
く
に
、
そ
の
個
人
の
家
人
や
両
親
が
成
人
社
会
の
規
範
を
児
童
に
伝
え
る
当
事
者
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と
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え
ば
、
食
事
．
排
便
・
性
行
動
・
感
情
反
応
な
ど
に
み
ら
れ
る
そ
の
社
会
の
習
慣
的
行
動
様
式
の
獲
得
過
程
は
、
普
通
両
親
の
指
示

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
又
、
両
親
の
他
に
も
、
教
師
や
各
組
織
の
指
導
者
の
影
響
も
み
の
が
す

こ
と
が
で
き
な
い
o

　
で

は
、
こ
れ
ら
の
社
会
化
過
程
は
、
実
際
に
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
次
に
青
梅
市
の
事
例
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二

　

青

梅

市

に

お

け

る
調
査

　

1
　
調
査
の
‘
概
要

　
今

ま
で
述
べ
て
き
た
社
会
化
理
論
を
基
盤
と
し
て
青
梅
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
に
つ
い
て
の
調
査
を
試
み
た
。
こ

の
調

査

は
、
昭
和
五
一
年
一
一
月
か
ら
五
二
年
一
月
に
か
け
て
と
同
年
九
月
か
ら
H
月
に
か
け
て
の
二
回
行
な
わ
れ
た
が
、
本
誌

上
で

は
、
第
一
回
目
の
調
査
を
中
心
に
説
明
す
る
。

　

子

ど
も
を
対
象
と
す
る
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
対
象
を
六
年
生
児
童
と
し
、
次
の

方
法
で
調
査
を
進
め
た
。
ω
既
存
統
計
資
料
の
分
析
、
②
各
小
学
校
六
年
生
対
象
の
質
問
紙

調

査
、
㈲
各
小
学
校
六
年
生
対
象
家
庭
で
の
聞
き
と
り
調
査
、
の
三
方
法
で
あ
る
。
小
学
校

は
、
第
一
小
、
第
四
小
、
第
六
小
、
第
八
小
、
第
九
小
、
新
町
小
の
六
校
で
あ
る
。
そ
し
て

対
象
児
童
数
五
五
二
名
中
で
五
三
五
名
（
九
六
、
七
％
）
の
回
答
を
得
た
。

　

2
　
青
梅
市
の
概
況

　

青
梅
市
は
、
東
京
都
の
中
心
部
か
ら
西
へ
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
多
摩
川
中
流
域
に
臨
む

面

積
一
〇
四
・
〇
一
平
方
キ
u
メ
ー
　
ト
ー
ル
、
世
帯
数
二
五
、
二
〇
一
世
帯
、
人
口
九
O
、

六

八
九
人

（
昭
和
五
二
v
a
　
l
O
月
現
在
）
を
容
す
る
中
規
模
弱
の
東
京
都
下
の
都
市
で
あ
る
。

現

在
の
青
梅
市
は
、
一
九
五
一
年
に
西
多
摩
郡
青
梅
町
が
、
調
布
村
、
霞
村
を
合
併
し
て
市

制
を
施
き
、
さ
ら
に
一
九
五
五
年
、
小
曽
木
村
、
吉
野
村
、
三
田
村
、
成
木
村
の
四
村
を
編
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入

し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
摩
川
が
関
東
山
地
よ
り
武
蔵
野
台
地
に
流
れ
こ
む
所
に
発
達
し
た
谷
口
集
落
で
あ
り
、
西
部

に

1O
O
O
m
を
こ
え
る
山
地
を
か
か
え
、
東
に
高
度
を
下
げ
、
三
〇
〇
m
級
の
丘
陵
地
帯
と
な
り
、
西
高
東
低
の
地
形
を
な
し
て

い

る
。
国
鉄
青
梅
線
や
青
梅
街
道
が
、
市
の
中
心
部
を
東
西
に
の
び
、
古
く
か
ら
機
業
地
と
し
て
南
側
の
八
王
子
、
北
側
の
所
沢
、

川
越

と
と
も
に
発
達
し
た
所
で
、
特
に
青
梅
縞
、
青
梅
綿
は
有
名
で
あ
る
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
又
・
大
都

市

東

京
の
通
勤
圏
と
し
て
一
九
六
五
年
以
降
急
激
に
人
口
を
ふ
や
し
、
こ
の
一
〇
年
間
に
は
、
人
口
が
一
・
五
倍
、
世
帯
数
が
二
倍

と
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
傾
向
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
工
業
団
地
の
開
発
や
丘
陵
地
の
宅
地
造
成
化
で
徐
々
に
都
市
化
が
進
ん
で

い

る
地
域
で
あ
る
。
奥
多
摩
山
塊
に
属
し
て
い
る
御
岳
山
、
高
水
三
山
な
ど
は
秩
父
多
摩
国
立
公
園
内
に
あ
っ
て
シ
ー
ズ
ン
の
日
・

祭

日
に
は
登
山
客
や
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
青
梅
市
は
、
大
都
市
東
京
下
の
一
都
市
と
し
て
序
在
し
、
青
梅
線
沿
線
は
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
が
、
反
面
、

山
で
囲
ま
れ
た
地
域
は
、
人
口
の
移
動
が
な
く
、
地
域
と
し
て
の
発
展
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
化
し
た
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
青

梅

市
は
、
青
梅
町
以
来
の
市
街
地
と
宅
地
ブ
ー
ム
に
の
っ
た
住
宅
地
、
工
業
団
地
、
そ
し
て
旧
来
か
ら
の
農
山
村
地
を
か
か
え
る
都

市

で
あ

る
。
そ
し
て
変
動
期
の
中
に
あ
っ
て
、
様
々
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
伝
統
の
あ
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

か

つ

本
学
か

ら
も
比
較
的
近
い
と
い
う
条
件
に
よ
り
、
私
は
、
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
の
調
査
地
と
し
て
選
ん
だ
。

3
　
家
族
構
成
と
学
習
環
境

　
青
梅
市
に
お
け
る
人
口
、
世
帯
数
は
昭
和
五
二
年
一
〇
月
現
在
で
人
口
九
〇
、
六
八
九
人
、
世
帯
数
二
五
、
二
〇
一
世
帯
で
東
京

都
の
平
均
一
世
帯
当
り
二
．
九
二
人
に
対
し
て
、
三
・
六
人
と
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
家
族
か
ら
核
家
族
へ
と
移
行

し
て
い
る
東
京
都
よ
り
、
核
家
族
化
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
内
容
を
詳
細
に
み
れ
ば
核
家
族

化
へ
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
に
お
け
る
家
族
の
役
割
の
影
響
が
現
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
調

査
に

お

け
る
家
族
人
員
は
、
各
小
学
校
別
に
は
表
1
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
家
族
人
数
の
四
人
と
五
人
と
の
二
つ
に
ピ
ー

ク
が
み
ら
れ
る
が
、
人
数
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
現
代
家
族
の
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
又
、
兄
弟
数
に
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つ

い
て

も
、
表
丑
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
二
人
・
三
人
が
最
も
多
く
、
家
族
構
成
人
数
と
同
様
の
結
果
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

傾

向
は
、
青
梅
市
が
、
東
京
の
通
勤
圏
と
し
て
の
住
宅
地
域
と
な
り
、
新
し
い
都
市
化
へ
の
傾
向
を
持
つ
こ
と
を
強
く
示
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
家
族
形
態
も
拡
大
家
族
か
ら
小
家
族
、
核
家
族
へ
移
行
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、
農
山
村
地
域
よ
り
も
、
住

宅
地
域
や

市
街

地
地
域
に

見

ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
又
、
兄
弟
数
に
関
連
し
、
長
男
・
長
女
の
占
め
る
値
が
全
体
の
約
半
数
お
り
、

特
に

住
宅

地
が

急
に

ふ

え
つ
つ
あ
る
、
第
四
小
、
新
町
小
地
域
で
の
値
が
多
く
、
若
い
世
帯
の
転
入
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
に
、
次
男
．
次
女
も
三
七
・
七
％
を
占
め
、
小
家
族
の
傾
向
に
あ
る
の
が
分
か
る
。
次
に
、
祖
父
母
と
の
同
居
の
割
合
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
小
家
族
・
核
家
族
の
多
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
家
と
し
て
の
し
つ
け
、
慣
習
が

祖
父
母
の
影
響
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
で
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
居
の
割
合
は
、
祖
父
二
三
・
九
％
、

祖
母

三

二
．

四

％

と
祖
母
が
上
回
っ
て
い
る
。
別
居
は
、
祖
父
二
五
・
四
％
、
祖
母
三
五
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
祖
母

の

同
居
率
は
、
第
一
小
地
域
で
の
四
一
・
○
％
と
高
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
は
、
市
の
中
心
部
で
あ
り
、
農
山
村
地
域
と

同
様
に
、
人
口
移
動
が
少
な
く
、
古
v
か
ら
の
家
族
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
。
や
は
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

後
に
述
べ
る
家
庭
で
の
し
つ
け
な
ど
の
面
で
も
祖
父
母
の
影
響
が
強
く
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に

学
習

環

境
で
あ
る
が
、
子
ど
も
が
自
分
の
勉
強
部
屋
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
に
対
し
て
は
、
全
体
の
六
〇
°
七
％
の

者
が

あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
市
街
地
、
住
宅
地
で
は
も
っ
て
い
る
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
農
山
村
で

は
、
家
族
構
成
上
や
家
の
間
ど
り
等
の
問
題
で
共
同
で
使
っ
て
い
る
者
が
多
い
。
又
、
部
屋
に
関
連
し
て
、
自
分
の
専
用
の
机
の
所

有
率
は
、
全
体
で
九
五
．
九
％
と
ほ
と
ん
ど
の
者
が
机
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
社
会
化
過
程
の
中
で
教
育
環
境

が

大

き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
質
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
又
、
学
習
塾
な
ど
へ
通
っ
て
い
る
者
の
割
合
は
、
四
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
る
。
通
う
理
由
と
し
て
は
、
「
親
が
す
す
め
る
か
ら

」
11
四
・
九
％
、
「
友
人
が
い
く
か
ら
」
八
・
九
％
、
「
受
験
の
た
め
」
四
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
期
待

と
心
配
や
、
子
ど
も
の
友
人
関
係
の
延
長
上
に
あ
る
塾
の
存
在
が
分
か
る
。
青
梅
市
内
に
は
現
在
五
〇
軒
ほ
ど
の
塾
、
ソ
ロ
バ
ン
塾
、
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書
道
塾
が

あ

る
が
、
市
街
地
地
域
の
者
や
そ
こ
に
近
い
者
は
多
く
通
い
、
交
通
の
不
便
な
農
山
村
地
域
の
者
は
あ
ま
り
通
っ
て
い
な

い

の

が

現
状
で

あ

る
。
こ
れ
ら
の
塾
は
学
校
で
の
学
習
内
容
と
は
別
の
存
在
で
あ
り
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
社
会
化
過

程

に

お

け
る
、
一
般
的
知
識
．
教
養
．
競
争
心
．
相
互
作
用
な
ど
に
関
係
す
る
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
親
の
学
歴
が

高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
子
ど
も
に
対
す
る
社
会
化
過
程
の
中
の
教
育
に
重
要
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
つ

ま
り
、
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
の
中
で
の
学
習
環
境
と
し
て
の
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
は
重
要
な
位
置
を
占
め
、
ま
た
親
や

教
師

の
指

導
の
責
任
も
重
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
過
去
も
現
在
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
た
っ
て
子

ど
も
へ
の
社
会
化
過
程
の
伝
達
者
と
し
て
存
在
し
、
担
い
手
の
責
任
を
は
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

4
　
家
庭
生
活
環
境

　
子

ど
も
の
家
庭
で
の
時
間
の
過
し
方
は
主
に
下
校
後
で
あ
る
が
、
勉
強
、
遊
び
、
テ
レ
ビ
に
大
部
分
を
費
や
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ

の

中
で
テ

レ

ビ
は
、
現
代
の
子
ど
も
と
は
縁
の
深
い
も
の
と
な
り
、
青
梅
市
で
は
、
下
校
後
三
四
％
の
者
が
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
き
、

又
一
日
の
平
均
視
聴
時
間
が
三
時
間
以
上
の
者
は
全
体
の
七
〇
％
以
上
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
N
H
K
の
調
べ
で
は
、
子
ど
も
の
一

日
の
平
均
視
聴
時
間
は
平
日
で
二
時
間
半
、
日
曜
日
で
は
四
時
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
青
梅
市
の
子
ど
も
も
全
国
的
な
水
準
に

あ

る
。
こ
の
テ
レ
ビ
の
影
響
は
、
社
会
化
過
程
の
一
つ
の
担
い
手
で
あ
る
テ
レ
ビ
が
、
子
ど
も
を
運
動
不
足
に
追
い
や
り
・
近
視
゜

肥

満
児
を
作
り
上
げ
、
子
ど
も
ら
し
さ
の
驚
き
や
感
動
も
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
「
精
神
の
植
物
化
」
推
進
の
大
き
な
力
と
し
て
仔
在

し
て
い
る
点
に
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
テ
レ
ビ
は
、
豊
富
な
知
識
と
教
養
を
与
え
て
は

v
れ
る
が
、
片
や
子
ど
も
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
変
化
を
も
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
者
は
、
塾
へ
通
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
全
体
の
二
五
％
の
者
は
下
校
後
、
塾
へ
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
テ

レ

ビ
同
様
、
現
代
社
会
に
お
け
る
傾
向
で
あ
る
。

　
家
で
の
手
伝
い
は
、
ど
の
家
庭
で
も
一
応
、
何
ら
か
の
形
態
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
　
一
番
多
い
も
の
は
、
お
つ
か
い
の
五
一
・
二

％

で
、
次
い
で
食
事
の
し
た
く
1
1
七
．
五
％
、
そ
う
じ
二
五
・
四
％
、
食
事
の
後
か
た
づ
け
二
四
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
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に

は
、
第
九
小
地
域
は
お
つ
か
い
が
O
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
域
に
は
商
店
が
な
く
お
つ
か
い
に
行
け
な
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
地
域
に
よ
っ
て
、
生
活
様
式
・
環
境
の
ち
が
い
が
家
で
の
手
伝
い
の
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
の

手

伝
い
は
、
　
昔
の
形
態
と
は
ち
が
っ
て
時
間
の
多
く
か
か
ら
な
い
も
の
、
又
労
働
力
の
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
も
の
へ
変
化
し
て
、

こ
れ
が
子
ど
も
の
自
由
時
間
を
多
大
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
由
時
間
は
、
塾
な
ど
の
時
間
や
、
テ
レ
ビ
・
遊
び
の
時
間
に

回
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
社
会
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
し
つ
け
な
ど
の
面
で
は
、
だ
れ
に
よ
く
注
意
さ
れ
る
の
か
の
問
に
対
し
て
表
皿
の
通
り
で
あ
る
が
、
母
親
の
七
七
・
四
％

が

多
く
、
次
い
で
父
親
の
二
二
・
四
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
親
が
全
体
の
九
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
祖
母
の
存
在

も
低
い
値
で
あ
る
が
み
の
が
せ
な
い
o
傾
向
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
身
近
に
た
え
ず
い
る
者
が
社
会
化
の
し
つ
け
の
担
い
手
と
し
て

存
在
す

る
の
で
あ
る
。
又
、
ど
ん
な
時
に
よ
く
し
か
ら
れ
る
か
は
表
y
の
通
り
で
あ
る
。
項
目
別
に
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
し
か
ら

れ

る
内
容
は
、
青
梅
市
の
み
の
傾
向
で
は
な
く
全
国
的
な
も
の
で
、
テ
レ
ビ
、
勉
強
、
態
度
、
遊
び
と
い
っ
た
項
目
が
主
で
あ
る
。

親
が
子
ど
も
に
対
し
て
し
か
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
子
ど
も
に
期
待
を
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
早
く
社
会
の
一
成
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
し
か
る
こ
と
は
お
こ
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
子
ど
も
を
理
性

の

上
か

ら
導
ぴ
き
教
え
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
化
過
程
の
上
に
必
要
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
は

地
域

性
・
歴
史
性
、
社
会
性
を
も
っ
て
子
ど
も
の
社
会
化
に
取
り
く
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

5
　
青
梅
市
成
木
地
域

　
成

木
地
域
（
旧
成
木
村
）
は
、
青
梅
市
の
中
心
よ
b
北
へ
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
北
は
埼
玉
県
名
栗
村
、
飯
能

市

と
の
境
で
あ
る
。
成
木
は
大
き
く
上
成
木
・
下
成
木
・
北
小
曽
木
に
分
れ
、
さ
ら
に
上
成
木
上
分
・
下
分
・
下
成
木
上
分
・
下
分

に

分
か
れ

て

い

る
。
私
は
こ
の
上
成
木
上
分
の
第
九
小
学
校
学
区
に
関
し
て
調
査
を
実
施
し
た
o
こ
の
地
域
は
農
山
村
地
域
で
あ
り
、

人

口
移
動
は
少
な
い
が
過
疎
現
象
の
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
を
、
青
梅
市
内
の
市
街

地

と
比
較
し
な
が
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。
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こ
の
地
域
は
、
九
つ
の
集
落
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
集
落
を
「
組
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
地
域
の
小
学
校
、
第
九
小
学
校
は
、

明
治
初
年
に
開
校
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
は
l
i
　
t
t
教
育
熱
心
な
所
で
あ
る
。
人
々
の
生
活
は
、
昔
は
林
業
、
石
灰
搬

出
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
専
業
林
家
二
軒
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
他
地
域
に
通
勤
し
て
い
る
被
雇
用
者
で
あ
る
。
こ
の

誌
上
で
は
．
第
九
小
学
校
と
地
域
の
問
題
を
と
り
上
げ
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
第

九
小
学
校
は

明
治
六
年
に
開
校
し
、
現
在
、
学
級
数
六
、
児
童
数
男
子
二
三
名
、
女
子
一
五
名
の
計
三
八
名
の
小
規
模
な
学
校

で

あ
る
が
校
舎
は
鉄
筋
三
階
建
て
で
あ
り
、
プ
ー
ル
も
完
備
さ
れ
た
近
代
的
な
学
習
環
境
に
あ
る
。
　
一
学
級
当
り
の
児
童
数
は
青
梅

市
の

平
均

三
五

・

七
人
に

対

し
六
・
三
人
と
低
く
、
教
員
の
一
人
当
り
の
児
童
数
も
青
梅
市
の
平
均
二
六
・
二
人
に
対
し
四
’
二
人

と
市
街
地
の
学
校
と
は
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
社
会
化
の
機
関
と
し
て
の
学
校
の
役
割
は
、
人
数
が
少
な
い
分
だ
け
理
想
に
近
く
な

る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
第
九
小
学
校
は
自
然
的
環
境
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
児
童
構
成
数
の
少
さ
が
学
級
経

営
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
学
級
一
学
年
編
成
で
あ
る
が
、
一
学
級
一
〇
人
以
下
で
は
、
ク
ラ
ス
替
え
も
な
け
れ

ば
、
学
級
討
論
会
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
外
的
刺
激
が
少
な
い
た
め
、
お
と
な
し
く
、
競
争
心
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
い
る
。

同
学
年
で
は
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
六
年
ま
で
同
ク
ラ
ス
で
、
能
力
も
順
位
が
決
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
中
で
、
真
の
子
ど
も
の
教

育
が
な
さ
れ
う
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
校
長
先
生
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
発
表
力
の
と
ぼ
し
さ
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
、

又
友
人

が

限

ら
れ
る
中
で
閉
鎖
的
な
性
格
に
お
ち
入
り
や
す
い
。
」
と
い
っ
た
こ
と
も
現
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
成
木
九
小
地
域
の

地
域

性
の
問
題
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
教
育
に
関
し
て
は
、
社
会
化
の
担
い
手
で
あ
る
教
師
が
人
数
の
少
な
い
中
で
効
果
の
あ
る
指

導
を
試
み
、
絶
対
数
は
少
な
く
と
も
、
四
〇
人
の
ク
ラ
ス
に
ま
け
な
い
内
容
を
持
っ
た
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
発
表
力
や
、
批

判
力
を
こ
の
よ
う
な
形
で
補
な
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
の

道

を
き
つ
く
こ
と
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
社
会
化
の
一
部
と
し
て
の
学
校
教
育
の
任
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
生
活
で
は
、

市
街
地
地
域
と
の
格
差
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
地
域
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
今
な
お
強
い
も
の
が
あ
る

の

で

こ
れ
を
生
か
し
、
学
校
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
は
た
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
行
う
こ
と
が
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成
木

地
域
の

将
来

へ
つ
な

が

る
と
確
信
す
る
。

お

　
わ
　
り
　
に

　
青
梅
市
調
査
の
事
例
を
中
心
に
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
青
梅
市
は
、
現
代
社
会
の
変
動
過
程
に
あ

っ

て
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
子
ど
も
の
社
会
化
過
程
が
い
か
に
重
要
で
あ
り
、
教
育
も
ま
た
同
様
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
こ
の
調
査
を
出
発
点
と
し
て
、
私
の
研
究
も
継
続
し
て
r
子
ど
も
の
社
会
化
と
教
育
」
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。
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